










































































































































































































その他 　　0（0．0〉 　　2（5．7） 　　O（0．O〉 　　0（0．0）


















































言語の習得 0．28（※） 一〇．21 一〇．11 一〇．04
市販ソフトの使用 0．15 一〇．08 一〇．07 一〇．07
キーボード入力 0．11 一〇．02 一〇．04 一〇．13
資格の取得 0．36（※） 一〇．22 一〇．25（※） 一〇．04
システム設計 O．38（※） 一〇．30（※） 一〇．06 一〇．14
一般的な知識 一〇．25（※） 0．15 0．32（※） 一〇．10


















































































言語の習得 3（13．6） 7（50．0） 26（33．8）
市販ソフトの使用 4（18．2） 2（14．3） 36（46．8）
キーボード入力 5（22．7） 0（0．0） 16（20．8）
資格の取得 O（0．0） 1（7．1） 50（64．9）
システム設計 1（4．5） 0（0．0） 23（29．9）
一般的な知識 12（54．5〉 1（7．1） 1（1．3）
その他 O（0．0） 4（28．6） 1（1．3）
人数 22 14 77
に取り組んでいる学生は，言語教育や市販のソフトの使用を望み，コンピュ
ータを使う教育を希望している。できればやりたくないという無気力な学生
は，もっともなことながら一致して一般的な知識だけで十分であると回答し
ている。注目すべき点は，中問層の学生の大半が資格の取得を希望している
が，他の2グループではほとんどいないという結果である。無気力なグルー
プが希望しないというのは当然のことであるが，積極的なグループにも一人
しかいないというのは興味深い。国家試験の受験には積極的であるが，資格
の取得を目的としていないのは好ましいことである。
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4．考察
　入学時点から，コンピュータに興味をもち意欲的な学生は，さほど多くな
かった。しかし，これらの学生は積極的に取り組むため，さらに意欲を増し
ていく。相乗効果で実力をつけていくタイプである。
　一方，2割ちかい学生は無気力で消極的，どちらかといえばコンピュータ
はやりたくないと答えている。どの教科にも無気力で消極的な学生には，他
の方法を講じなければならないが，コンピュータに対してのみという学生に
はコンピュータを使うおもしろさなどから興味を引き出すというのも1つの
方法といえよう。
　問題は全体の7割近くを占める中間層の学生である。彼らは上記の2つの
タイプのどちらともつかない，裏返せば両方の予備軍といえる。大半を占め
るこれらの学生は
　　　資格が取りたい
　　　市販のソフトを使いこなしたい
　　　言語を習得したい
　　　システム設計もしたい
と，豊富な希望を抱いており，一般的な知識だけ習得できればよいと答えた
ものは1人しかいない。また，希望する講義内容を1人で4つも5つも選択
した多回答が目立つのもこの層の学生の特徴といえる。豊富な希望内容から
見るに，この中間層の学生に意欲を失わせないようにするには，できるだけ
実践面を重視した内容が望ましいと思われる。しかし，言語の習得から，シ
ステムの設計までこなすためには，最小限の基礎的な概念はやはり身につけ
ておかねばならない。この過程をどのような方法で行なうか，それ如何によ
って中間層の学生は，積極的なグループにも，また無気力なグループにもな
り得るのである。これらの学生に，どのような内容の講義を，どのような方
法で行なえば，積極的に取り組む方向へ持っていけるのかは，もっと議論さ
れる必要がある。
　　　　　　　　　　　　　一82一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報教育に関するアンケート調査データの分析
　またこの調査は，入学時点に実施したもので，その後の学生の動向を知る
ことはできない。実際にコンピュータの講義を受けた学生がどのように変化
したかを検討し，さらに議論されることを期待する。
注
（1）文献［1］
（2）1990年度入学生10クラスのうちの3クラスで，当日欠席したものを除いた113名
　　である
（3）使用したコンピュータは，FACOM　M340S，PC9801RA，Macintosh豆で，使用
　　したプログラムは，文献［2］掲載のものと自作のプログラム，およびグラフは
　　WINGZによる
文献
［1］情報処理教育研究委員会最終報告，私立大学における情報教育の目指すべき方
　　　向，私立大学等情報処理教育連絡協議会，1990
［2］脇本和昌他，パソコン統計解析ハンドブック1，豆，共立出版，1σ84
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